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第

三

十

八

回 

 

経

営

者

保

険

と

い

う

語

感

・

・

生

命

保

険 

  

執

筆

担

当

者 

 
 
 
 
 

江

利

川

宏

行

 
 

 

生

命

保

険

の

話

で

あ

る

。 

「

経

営

者

保

険

・

・

」

と

案

内

さ

れ

る

と

、

経

営

者

の

た

め

の

特

別

な

種

類

の

生

命

保

険

で

は

な

い

の

か

と

、

ま

ず

誰

も

が

思

う

で

あ

ろ

う

。

個

人

の

生

命

保

険

と

は

、

何

か

別

の

枠

組

み

で

設

計

さ

れ

た

「

特

別

な

保

険

」

と

い

う

よ

う

な

イ

メ

ー

ジ

の

仕

方

で

。 

 

こ

こ

で

生

命

保

険

に

つ

い

て

考

え

て

み

る

。 

 

生

命

保

険

は

損

害

保

険

と

違

い

、

そ

の

内

容

は

単

純

で

、

簡

潔

な

も

の

で

あ

る

。「
生

命

保

険

は

難

し

く

て

、

解

り

に

く

い

」

と

い

う

認

識

が

あ

ま

り

に

も

広

く

深

く

浸

透

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

思

う

。

生

命

保

険

は

誰

も

が

瞬

時

に

理

解

で

き

る

単

純

な

形

を

し

た

生

命

の

保

障

と

言

え

る

。

生

命

保

険

の

主

契

約

を

分

類

す

る

と

、

三

つ

の

型

し

か

そ

こ

に

は

な

い

。

ま

し

て

や

、
「

個

人

用

・

企

業

用

」

と

い

う

区

別

も

な

く

、
「

個

人

向

け

・

企

業

向

け

」

に

三

つ

の

型

を

商

品

化

し

て

い

る

と

言

え

る

に

す

ぎ

な

い

。 

 

生

命

保

険

の

三

つ

の

型

。 
① 
定

期

保

険 
② 
終

身

保

険 

③ 

養

老

保

険 

 

と

こ

ろ

で

、

定

期

付

終

身

保

険

と

い

う

言

葉

を

保

険

証

券

に

見

た

こ

と

が

あ

る

だ

ろ

う

か

。

漢

字

の

語

感

か

ら

し

て

、

定

期

保

険

と

終

身

保

険

の

ダ

ブ

ル

保

障

が

そ

こ

に

は

在

り

、

充

実

し

た

生

命

保

険

を

そ

こ

に

感

じ

る

。 

 

さ

て

こ

こ

で

、

定

期

付

終

身

保

険

の

主

契

約

は

ど

ち

ら

な

の

か

。

答

え

は

、

終

身

保

険

で

あ

る

。

定

期

保

険

も

主

契

約

に

な

り

う

る

保

険

で

あ

る

が

、

こ

の

場

合

は

特

約

と

し

て

付

帯

さ

れ

て

い

る

。

終

身

保

険

は

そ

の

名

の

通

り

、

一

生

涯

の

保

障

で

あ

る

。

定

期

保

険

と

は

、
「

定

期

・

決

ま

っ

た

期

間

」

の

保

障

で

あ

る

。

こ

の

、

組

み

合

わ

せ

に

よ

る

生

命

保

険

の

商

品

化

が

、

生

命

保

険

を

難

し

く

し

て

い

る

要

因

の

ひ

と

つ

で

あ

る

。

契

約

当

初

、

数

千

万

円

あ

る

保

険

金

額

は

、

定

期

保

険

金

額

と

終

身

保

険

金

額

の

合

算

で

表

示

さ

れ

る

。

必

然

的

に

合

算

の

或

る

金

額

は

「

決

ま

っ

た

期

間

」

で

保

障

が

終

わ

る

。

残

っ

た

金

額

が

生

涯

保

障

と

な

る

の

で

あ

る

。 

合

算

の

割

合

で

、

定

期

部

分

が

多

け

れ

ば

老

後

の

保

障

は

少

な

く

な

り

、

逆

に 

終

身

部

分

が

多

け

れ

ば

高

額

保

障

が

生

涯

続

く

。

組

み

合

わ

さ

れ

た

生

命

保

険

を

分

解

す

る

と

、

そ

の

単

純

な

形

が

見

え

、

解

か

り

に

く

い

生

命

保

険

が

理

解

で

き

る

。 

 

冒

頭

の
「

経

営

者

保

険

」

と

は

何

な

の

か

。

一

般

的

に

は

定

期

保

険

で

案

内

さ

れ

る

高

額

の

生

命

保

険

で

あ

る

。

も

ち

ろ

ん

、

定

期

保

険

は

個

人

向

け

の

保

険

に

も

使

わ

れ

て

い

る

。 

 

生

命

保

険

を

考

え

る

場

合

、

そ

の

商

品

名

や

漢

字

の

語

感

の

印

象

を

取

り

除

き

、

そ

の

保

険

を

形

づ

く

る

基

の

型

を

の

ぞ

い

て

み

る

と

、

保

険

の

理

解

が

突

然

進

む

。 


